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浄土真宗本願寺派 小倉御坊

御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）
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小倉御坊　永照寺だより

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

http://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。

永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も
合わせてご覧いただければ幸いです。
左記のホームページ内に移転しました。北九州      　永照寺

離れて暮らすご家族にもオススメください。

肝腎（かんじん）～元気な腎臓を持つために～
18日
13時より

7月 （金）

総代の海津先生が仏教婦人会役員の皆さまと相談して、健康寿命を保つための講座を開催する運びとなりました。
皆さま、お気軽にご参加ください。
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今
月
の
こ
と
ば
は
、
俵
万
智
さ
ん

（
１
９
６
２
〜
）
が
昨
年
の
母
の
日

に
投
稿
さ
れ
た
短
歌
で
す
。

　
「
母
の
字
で
書
か
れ
た
我
の
名
を

の
せ
て
届
い
て
お
り
ぬ
宅
急
便
は
」

と
い
う
短
歌
も
投
稿
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
離
れ
た
と
こ
ろ
で
暮
ら
す
子
を

思
い
、
様
々
な
荷
物
を
詰
め
て
、
こ

ど
も
の
名
前
を
書
い
て
送
る
。
受
け

取
る
方
は
、
単
に
荷
物
だ
け
で
な
く
、

母
の
子
を
思
う
心
も
同
時
に
受
け

取
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
荷

造
り
を
し
、
一
字
一
字
こ
ど
も
の
名

前
を
書
い
て
い
る
姿
が
浮
か
び
ま
す
。

　

昔
、
読
ん
だ
本
に
、
小
学
校
の
修

学
旅
行
、
お
昼
の
弁
当
は
持
参
す
る

よ
う
に
。
そ
し
て
、
弁
当
に
は
、
こ

ど
も
宛
の
手
紙
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

と
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　

弁
当
を
開
き
、
手
紙
を
読
み
、
一

人
の
女
生
徒
が
涙
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
手
紙
に
は
、「
弁
当
に
は
、
あ

な
た
の
好
き
な
も
の
を
入
れ
ま
し
た
。

弁
当
を
包
む
袋
も
、
一
針
一
針
心
を

込
め
て
縫
い
ま
し
た
。
修
学
旅
行
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
を
読
み
、

自
分
に
対
す
る
母
の
思
い
を
感
じ
、

う
れ
し
く
て
涙
し
た
の
で
し
ょ
う
。

「
お
む
つ
替
え
お
っ
ぱ
い
を
や
り
寝
か

せ
抱
く
母
が
私
に
し
て
く
れ
た
も
の
」

「
一
人
遊
び
し
つ
つ
時
お
り
我
を
見

る
い
つ
で
も
い
る
よ
大
丈
夫
だ
よ
」

　

母
を
、
母
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん
だ

俵
万
智
さ
ん
の
短
歌
に
接
し
な
が
ら
、

母
の
短
歌
を
、
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲

の
心
に
重
ね
、
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ

く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人

が
た
め
な
り
け
り
」

　
　
　
　
　
　
　

  

（
歎
異
抄
・
後
序
）

宗祖命日16日（月） 7時より 永照寺本堂

18日（水） 婦人会例会 12時より 門徒会館

20日（金） 小倉組仏教婦人会総会 13時より 永照寺本堂

コール・カンタカ練習日2日（月） 14時より 永照寺本堂

6月の行事予定

蓮谷啓介先生 ※会員以外の方も是非聴聞ください。講 師

婦人会、世話人の皆さま、お忙しい中お手伝いいただきありがとうございました。

初日は演題でのお取次ぎ、２日目、3日目は高座説教でのお取次ぎでした。

皆さまと一緒に仏さまの話を聞くことが出来て有難い3日間でした。

次縁は9月16、17、18日の永代経法要です。どうぞ万障繰り合わせお参りください。

引上会報恩講にお参りくださり
本当にありがとうございました。

どなたでも参加ください。申し込みは必要ありません。

講 師

永照寺本堂場 所 無料参加費

医学博士 海津嘉蔵 先生

貞島家  浅田 信子様をご縁として 北村家  北村 幸男様 をご縁として永代経懇志御礼

●お経本は床に置かないでください。

●毎月16日は親鸞聖人命日（おあさじ）にお参りください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、
   早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

永照寺 開門・閉門の時間

・開門…6時30分
・閉門…18時
・開門…6時30分
・閉門…18時

かい  づ   か  ぞう




